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愛
媛
願
東
宇
和
郡
魚
成
村
田
穂
上
組
下
部

三
畳
紀

ア
ン
モ

ナ
イ
ト
に
就
て

清

水

三

紳

煤

一
､
緒
言
｡

二
､
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
私
記
｡

三
t
A
n
a
sib
in
ies
肝

の
地
盟
時
代
｡

一
､

緒

言

愛
媛
牒
東
宇
和
郡
魚
成
村
田
椿
上
組
の
下
部
三
盈
配
暦
及
そ
の
プ
ア
ク
ナ
ほ
閥
し
て
は
､
江
原
博
士
の
左
記
論
文
｡

S
.
Y
e
h
a
r
a
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T
h
e

L
o
w
e
r

T
r
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C
e
p
h
a
lo
p
o
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a
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i
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h
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k
u
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J
a
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a
n
e
s
e

J
o
u
r
.
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G

eogr.,
V
ci.･V
.
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.
4
,
1
9
2
4
.

が
敬
衷
ru
れ
て

居
る
｡
滑
水
が

右
の
論
文
を
､

初
め
て
手
は
し
た
時
は
､
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
鑑
定
は
就
き
.
疑
問
を

抱
き
､
叉
見
離
を
典
に
す
る
も
の
あ
る
を
見
出
し
た
｡
飴
し
な
が
ら
江
原
博
士
の
龍
城
は
次
の
事
情
｡



叫
､
各
種
の

d
im
ensi
o

ns
を
p
充
分
に
記
し
て
ゐ
な
い
事
｡

二
､
各
種
の
記
載
が

'
極
め
て
簡
単
で
､
種
々
の
特
徴
を
､
詳
細
に
記
述
し
て
居
ら
ず
､
又
新
種
を
創
設
す
る
ほ

営

力
､
近
似
及
類
線
種
と
の
比
較
を
､
金
魚
紀
さ
ざ
る
も
の
多
-
'
中
に
､
串
に
し
て
比
較
を
述
べ
tJ
ゐ
る

も
の
あ
る
も
､
甚
だ
要
領
を
得
ず
'
叉
兄
皆
は
ず
れ
の
感
が
あ
る
事
｡

三
p
図
版
が
頗
る
不
鮮
明
在
る
79
の
多
-
.
各
種
の
特
徴
が
､
明
瞭
は
表
現
rb
れ
て
居
な

い
｡
荷
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

の
鑑
定
上
必
要
敏
-
可
か
ら
ざ
る

w
h
o
rl
の
'
断
面
の
固
示
さ
れ

て居
る
も
の
は
､
二
三
は
L
ttJ
､
他
は

仝
-
之
を
敏
-
事
｡

等
に
固
-
江
原
博
士
の
論
文
の
み
ほ
て
は
'
到
底
正
確
在
る
判
定
を
､
下
す
蔀
が
出
凍
な
か
っ
た
の
で
'
他
日
薯
物

に
就

き
疑
問
の
解
決
を
す
る
事
に
し
た
｡

其
後
満
水
は
､
欠
部
数
接
の
望

息
に
よ
少
､
田
穂
上
組
を
訪
れ
へ
移
多
の
下
部
三
療
配
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
'
採
収

す
る
轟
が
出
凍

てp
そ
れ
等
の
叔
晶
を
'
江
原
博
士
の
記
載
に
封
増
し
て
'
鑑
定
に
従
事
し

て居
た
が
､

｢
九
三

一

年
上
海
自
然
科
挙
研
究
所
に
赴
-
事
に
在
っ
た
の
で
'
之
を
完
結
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
む
､
甚
だ
遺
憾
に
患

っ
て
ゐ
ね
､
貼
る
ほ
'
計
ら
ず
も
t

.1
九
三
二
年
の
､
上
海
事
塵
の
馬
め
は
､
東
北
碑
図
太
撃
排
撃
部
地
質
撃
古
産

物
撃
教
室
に
於

で､
勉
撃
す
る
機
を
得
て
､
再
び
右
の
仕
事
を
般
潰
す
る
事
ほ
な
ら
'
醐
保
の
助
力
に
依
っ
て
､

一

迫
･Jl
鑑
定
を
遼
げ
た
屡
､
自
ら
在
衆
の
疑
問
の
殆
ん
ど
各
部
が
解
決
す
る
事
が
出
来
た
の
で
p
鼓
に
そ
の
概
要
む
記

述
し
や
う
と
息
ふ
｡

清
水
が
鼻
に
磯
表
し
た
､
左
記
報
文
｡

愛
媛
悌
派
手
和
郎
魚
成
村
田
穏
上
組
下
部
三
感
紬
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
就
て

〓

一
.i
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1
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三

1
ニ

兼
涼
府
酉
多
摩
郡
大
久
野
村
岩
井
産
下
部
三
塵
配
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
並
に
本
邦
梅
成
下
部
三
盛
寵
の

Li
f
e

･z

on
es

の
封
比
に
就
き
て
O
地
撃
雅
詰
第
四四
十
四
年
.
第
五
宵
十
六
故
､
昭
和
七
年
二
月
刊
｡

坤
に
田
穂
上
組
下
部
三
盛
配
の
層
位
撃
上
並
に
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
iJ>
観
し

て､
江
原
博
士
と
見
解
を
典
に
す
る
鮎
の

′

一
端
を
'
記
述
し
た
､
そ
の
中
で
､
下
部
三
鼎
和
暦
と
､
iL
生
層
と
の
境
鼎
に
就

き
'
江
原
博
士
は
.
爾
層
が
'
盤

合
し
て
ゐ
る
と
髄
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
'
精
水
は
､
之
は
反
し
て
､
両
暦
は
'
断
簡
ほ
て
桟
胸
し
て
ゐ
る
藤
は
p
祝
え

る
と
注
意
し
て
置
い
た
慮
､
最
近
矢
部
教
授
及
杉
山
撃
士
は
p
清
水
の
断
暦
数
に
封
す
る
､
有
力
在
る
驚
左
を
p
後

見
さ
れ
た
事
を
'
附
記
し
て
置
-
｡

二p
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
暑
記

江
原
博

士が､田
穂
上組
の
下
部

三
換
配
暦
よ
み
記
載
し
て
屠
る
左
記
七
鷹
十
八
積
の
ア

ン

モ
ナ

イ
ト

｡
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X
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en
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Sm
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1
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F

le
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s
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de
t
1

18.
S
ib

iriie
s
s
p
.

ind
e
t.

ほ
就

き
鑑
定
上
の
見
解
の
相
違
を
､
極
め
て
簡
軍
に
次
に
記

貰
う
.

)

.M
eek
oc
e

ras
onoi
Y

ehara

本

席は
清
水
が
､

既
に
蓮
''(
ね
如
-
､
M
eekoceras
に
非
ず
し
て

A責Sibir
iies
に
屈
し
'
然
も
チ
モ
ー
ル
の

A
n
asibir
iies
石
磐

石
よ
み
記
載

さ
れ
て
居
る

A
n
asibir
ites
m
u
liifor
m
is
W
elter

に
極
め
て
酷
似
L
t
或
は

rJ
れ
ほ
固
足
し
符
べ

き
も
の
か
も
知
れ
な

い
が
､
チ
モ
ー
ル
席
の

suture･tines
が
不
明
で
あ
る
馬
め
け
､
暫
く
江

原
博
士
の
意
見
に
従
U
p
本
種
を
撃

止
し
た
種
在
る

Anasib
i
t
e

s
on
oi
(Y
eha
ra
)
と
し
て

取
扱
っ
て
置
こ
う
｡

愛
拡
噛
淡
年
利
郷
魚
成
射
川
粘
上
剃
下
部
三
盛
紀
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
裁
て

三

三



地

紋

堺

十
九
各

節

.E
既

蒜

1
円

A
I
0
1
W
i

苛
eh
a
ra
)
は
'
又
ソ
ル
ト
レ
ン
デ
の
上
部

C
er
a
iite
衣
岩
石
よ
わ
､
報
告
n
机
で
居
る
t
A
.ten
u
istqntI

atusw
a
a
g
e
m

に
似
tJ
居
る
が

w
h
o
Tt
の
断
面
及
介
数
の
装
飾
に
於
で
､
両
欄
は
明
は
識
別
す
る
轟
が
Ⅲ
凍
る
｡

2
.

M
eek
ocer
a
s
cfT.
Iing
tien
se
v
.
K

rafft
andD
ien
er

ヒ

ア
ブ
ヤ
の

M

eekocer
a
s
層
よ
カ
記
載

ruれ
て
屠
る

M
eek
o
cer
a
s

lingtiense
v
.
K
ra
f
ft
e
n
d
D
ien
er
に

江
原
博
士
が
此
赦
し
て
ゐ
る
慮
晶
は
､
w
h
ort
の
断
面
及

sutur
eJi
n
e
s
毎

が

'
ヒ
了
フ
ヤ
程
よ
-1
可
成
相
違
し

て
居

っ
て
､
日
本
の
'*
晶
は
､
到
底
前
記
ヒ
マ
ラ
ヤ
種
は
､
此
擬
す
ベ

p
Jも
の
で
孜

い
｡
木
藤
晶
は
､
ヒ
了
フ
ヤ
の

H
ed
en
str
oem
ia
暦
及
ソ
ル
ト

レ
ン
デ
の

C
er
a
tite
砂
川訂
暦
よ
り
記
載

rT,れ
て
ゐ
る
M
eek
ocer
a
s
p
seu
d
op
la
n
u
･

laium
v,
KTafft
a
n
d
D
iener
は
酷
似
し

てゐ
る
､
然
し
な
が
ら
=
本
種
は
､

w
h
ort
の
断
面
及

sutureLineS

に
於
け
る
朝
違
ほ
て
､
印
度
輝
と
明
は
同
別
す
る
rJ
と
が
田
凍
る
｡

木
藤
品
は
､
既
知
の

M
eek
ocer
a
s

の
何
れ
の
種
に
も
'

仝
-
同
定
す
る
事
が
用
水
夜

い
や
で
､

新
種
と
訟
め

M

eekocera
s
2'aP
On
icLLm

S
h
imi

z
u
a
n
d
J
im
b
o
sp
.

nov.
と
命
名
し
た
.

3
.

M
eek
ocer
a
s

ku
haranuln
Y
eh
a
ra

江
原
博
士
は
'
本
種
を
､

ソ
ル
ト

レ
ン
デ
の
下
部

C
e･raiiie
石
衣
岩
よ
-
記
載
ru
れ
て
ゐ
る
､

K

y
m

a
i
i
t
e
s

iy
p
u
s
W
a
ag
en
及
後
に
述
べ
る

M
eek
ocer

assawa
ia
m
Lm

Y
eh
a
ra
に
比
較
し
て
居
る
が
'
此
等
の
此
校
は
'

甚
だ
皆
を
失
し
て
ゐ
る
と
恩
ふ
｡

本
種
は
'
外
観
が
､

一
見

A
sp
id
ites

に
屈
し
て
ゐ
る
か
と
'
恩
は
れ
る
程
､

u
m
biticus
が狭
い
.
然
し
を
が
ら
本
種
の

sutuTe･tin
es
は
明
か
は

M
eek
o
ceras
型
で
あ
る

｡

本
種
は
､

ソ
ル
-

レ
ン
デ
の

C
er
a
iite
砂
岩
及
ア
1r･;
rrt
エ
ア
の
下
部
三
盈
離
層
よ
-
記
載
3°
舵
で
ゐ
る
M
eek
o･



ocer
a
s
r
a
d
iosu
m

W
a
a
g
e
n
に
近
似
し
て
居
る
'
日
本
種
は
'
印
度
程
よ
少
も
､
介
穀
の
側
両
が
､
史
に
卒
-
.

u
m
b
itic
us
が
､

一
層
狭
-
'
且

suture･iin
e
s
に
於
て
幾
分
の
補
遺
が
､
認
め
ら
れ
る
｡

4
.

M
eek
ocera
s
m
or
i
anum
Y
eh
ara

江
原

博
士
は
.
M
eek
o
cer
a
s
m
or
ia
n
u
m

Y
eh
a
ra

と
し
て
四
個
の
槻
晶
む
閲
示
し
て
ゐ
る
､
第
十
一ユ
固
版
の

第
二
聞
及
第
三
園
は
不
鮮
明
で

一
寸
判
断
し
党
ぬ
る
が
'
第
四
周
と
第
三
間
と
の
帝
品
は
明
か
に
別
種
で
あ
る
､
江

原
博
士
の
示
し
て
ゐ
る

d
im
ensio
ns
よ
み
見
て
も
第
四
問
の
標
晶
は
t
u
m
biticus
の
頗
n
が
2
5
ojrc
在
る
に
p
第

三
閲
の
標
晶
の
そ
れ
は
'
僅
か
に
15
ro
で
前
者
よ
カ
も
著
し
-
狭

い
｡

此
所
で

M
･
m
or
ia
n
u
m

の
基
型
を
第
四
問
の
輩
晶
と
定
め
､
第
三
回
の
藤
品
は
'
後
ーこ
託
す

M
,
sh
iko
k
u
I

elLSe
Shim
i2:.β

an
d
J
im

bo
sp.
nov.
に
､
同
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

へ
る
｡

M
･
Lm
Oria
n
u
m

の
記
載
を
見
る
と

S
helt
evotute…
."
n
ot
d
e
epty
em
bracin
g

and
n
ot
d
e
epty
in
d
e
nte
d

by
the
in
n
er
W
h
orls.

U
m
biticus
m
odeTatety
W

id

e
and
d
e
ep
,-
-
.
.

と
託
し
て
あ
る
が
賓
際
は
i
n
volution
が

BJ'4
in
d
en
ta
tio
n
が

L

fB
u
m
b
ilicus
の
鹿
3

2
4
-
25
0/n
在
る
故
に

記
載
と
事
案
と
は
'
可
成
祁
遷
し
て
居
る
｡
斯
-
の
如
き
不
確
寛
在
る
記
載
と
'
不
鮮
明
在
る
図
版
を
以
て
簡
単
は

新
種
を
創
設
し
て
ゐ
る
故
に
､
後
撃
者
は
.
同
定
に

1
方
な
ら
氾
苦
心
を
要
す
る
の
で
あ
る
｡

又
'
江
原
博
士
は
､
本
種
の

sutureL
in
es
を
､
g
on
iatitic
と
認
め
て
ゐ
る
が
､
之
は
幼
年
期
の
介
数
の
､
然

も

sep
ta
の
､
祁
普
内
部
に
放
け
る

Su
tur
e
･tin
es
を
.
轟
か
れ
hN
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
本
種
の

suture⊥ines

愛
嫉
燐
光
宇
和
郡
免
成
相
川
碓
上
糾
下
部
三
戯
紀
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
就
て

一温

一
五



地

球

妨
十
九
各

節

一
班

芸

〓
ハ

は
賓
際
は

g
o
n
ia
titic
に
非
ず
し

て
'
明

に
c

e
r
a
t
iti
cで
､
各
t
o

b
e

ほは
明
瞭
在
る

切込みがあ
る
.

江
'iS
博
士
は
'
本
種
を
'
ソ
ル
ト

レ

ン
デ

の

C
e
r
a
tile
泥
友
岩

よ

-報告
さ
れ

て
居

る

M

e

ekoce
ras
(G
yro･

n
ites)
d
iscu
s
W

aagen
に此
奴
し
て
ゐ
る
が
'
此
の
比
按
は
適
皆
で
老

い
､
寧
ろ
-LJi
本
種
は
'
ヒ

了

フ
ヤ
の

M
eet

koceras
骨
及

H
e
den
str
o
em
ia
居
並
チ
モ
ー
ル
の

M

eekoceras
暦
よ
か
夫
々
報
告

さ
れ
て
居

る
M

.

j
o
lin
･

ken
Se
v
.

K

rafft
a
n
d
D
ie
n
er

に
近
似
し
て
居
る
'
然
し
を
が
ら
日
本
種
は
t
w

h
o
r

t
の
断
面
及

s
u
t
u
r
e
･tin
es

に
放
け
る
差
蓮
ほ
て
､

M
eeJwc
e

r
a
s
3'Olin
k
e
773
e
V
,
K
ra
fft
a
n
d
D
ie
ner
と
'

明
に

置
別
す
る
革
が
出
凍
る
｡

5
.

M
e
e
k
o
cer
as

c
fr
.
m
a
rk
h
a
m
i
D
ien
er

江
原
博
士
の
M

.

cfr.
m
ark
lta
mi

に
同
定
し
程
る
満
水
の
採
取
品
に
就
き
見
る
ほ
'
ヒ

マ

ラ

ヤ
の

M

e
e
k
o

･

ceras
暦
よ
か
知
ら
れ
て
ゐ
る

M
,
m
arkham
i
D
ienerと
は
､
著
し
-
相
違
し
て
居
っ
て
'
今
日
迄

M
eekoceras

と
し
て
記
載
さ
れ
て
居
る
何
れ
の
種
に
も
金
-
同
定
す
る
事
の
出

水
を

い
新
種
で
あ

る
｡
故
に
t

M
ee
7m
cer
a

s

or
i
entate
Shimi
m

a
n
d
J
im
b
o
sp
.
n
o
v
.

と
名
づ
け
た

｡

本
種
は
､
前
記

M
･3'aP
O
n
i
cum
に
酷
似
し
て
居
る
が
本
種
の
u
m
bilicus
の
縁
が
可
成
顕
著
を
る
鮎
及
w

h
or･

の
断
面
並

suttu
e⊥in
es
の
相
違
せ
る
瓢
で

M
.
3
'a
P
On
icu
m

S
himi
zu
and
J
i
m
bo.
よ
か
区
別
す
る
罫
が
出

取
る
0

又
本
種
に
類
似
し
て
ゐ
る

M
･
Pseud
o
planu
laium
v･
E
rafft
an
d
D
ienerは
w
h
o
rt
の
断
面
並

に
suture･

tin
es
が

M
,
or
ie
ntale
の
夫
等
と
可
成
相
違
し
て
居
る
｡

6
.

M
e
e
k
o
cer

askatoiY
eh
a
ra



江
原
博
士
は
､
本
橋
の
s
u

t

ur
e･tincs
を
､

g
omi
atitic
と
諦
め
て
居
る
が
'
余
等
の
手
許
に
あ
る
M

･

k
a
toi

の
樺
品
に
就
き
見
る
ほ
､
何
れ
も

Peratitic
で
'
主
要
を
る

tOb
eS
に
は
､
明
か
に
切
込
み
が
あ
る
｡

本
種
は
外
観
上
'
ク
ス
-
1
の
下
部
三
盛
紀
暦
及
ヒ
了
フ
ヤ
の

M
eek
ocera
s

暦
よ
-
記
載
さ
れ
て
ゐ
る

M

･

va
ra
h
a
D
ien
er
に
類
似
し
て
ゐ
る
が
'
日
本
種
と
'
此
等
の
外
囲
種
と
は
､

su
tur
e･tin
es
に
於
て
幾
分
の
相
違

･i
貯
め
ら
れ
る
｡

佃
日
本
種
は
､
ウ
ス
タ
ー
の
下
部
三
畳
紀
暦
及
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
M
eek
ocera
s
屠
よ
-
記
誠
さ
れ
て
居
る

M
･
bo
rea･

le
D
ien
er
は
酷
似
し
て
ゐ
る
C)
然
し
夜
が
ら
前
者
は
'
後
者
に
此
し
､
v
e
n
te
r
が
棺
執
-
､
又

su
tu
re⊥
in
es
に

於
で
幾
分
相
違
し
て
居
る
｡

7
.

M
eek
ocera
s
crf.
borea
le
D
ien
e
r

江
原
博
士
の
本
種
の
記
載
'
極
め
て
簡
単
で
､
然
も
閲
版
が
不
鮮
明
在
る
上
に
､
鑑
定
上
重
要
在
る
w
h
ort
の
断

面
を
仝
-
間
示
し
て
居
な

い
の
で
､
判
定
頗
る
困
難
で
あ
る
'
本
種
は
'
或
は

M
1
0rien
ta
le
k
t
同
定
す
可
さ

も
の
な
る
や
'
或
は
又

M
.
3'a
P
O
nicu
m

S
h
imi
zu
an
d
J
im
b
o
に
同
定
す
べ
き
も
の
在
る
や
'
日
今
断
定
す
る

罫
が
不
可
能
で
凍
る
｡

8
･

M
eek
ocera
s

S

P
W
a
t
a
n
u
m

Y
e

h
ar
a

江
fg
i博
士
は
､
M
eek
ocer
as
sqwatan
u
m

Y
eh
a
ra
と
し
三

二
個
の
響

W
を
岡
示
し
て
ゐ
る
､
そ
の
内
第
十
三

岡
版
第
六
及
入
間
の
二
相
の
標
品
が
果
し
て
第
七
同
の
標
品
と
仝
-
同

1
種
で
あ
る
か
甚
だ
疑
し
-
'
今
日
の
.虞
確

定
し
難

い
､
鼓
に
は
筋
七
閲
の
楳
品
を
本
種
の
基
型
と
定
む
｡

愛
媛
噛
北
宇
和
邦
免
成
対
日
聴
上
舶
下
部
三
地
軸
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
裁
て

一
七

一
七



地

拭

鮮

十

九
程

筋
1
維

1八

一
入

江

庶
博
士
は
､

本
種
を
tと
て

フ
ヤ
の

M
eek
ocer
a
s
暦
よ
-
記
載
づ
れ
て
居
る

M
eek
ocera
s
(G
b
r
on
ites)

d
i
s
ciforme

v
.

山野
affta
n
d
D
ie
n
e
r

に
比
較
し
て
居
る
が
'
之
は
甚
だ
縁
遠
d
l,も
の
と
の
此
奴
で
あ
る
｡

本

魔
は

､
一
方
に
於
て

M
･2
.aP
O
n

i
c
u

m

に

v
ho
rl
の
断
面
が
似
て
ゐ
る
が
'

後
者
よ
少

um
biticu
s
狭
～
･又

suture⊥ines
が
蔑
分
相
達
し
Y
ゐ
る
｡

日
本
種
は
､
又
他
方
に
於
て
ア
ル
プ
ス
及
デ
イ
ナ

ヅ
イ
ブ
ン
等
の

T
trolite
ts
cass?.･anu
s
背
よ
タ
､
記
載
rb
れ

て
ゐ
る

M
･
ca
p
lir
en
se
AF
jsisov
i
cs
並
ア
ル
プ
ス
の
ク
エ.
ル
フ
エ
ネ
ル
暦
よ
少
報
告
さ
れ
て
ゐ
る

M
･
eurasiaticu
m
(F
rech
)
に
酷
似
し
て
ゐ
る
が
､
日
本
種
は
.
此
等
の
外
囲
稀
よ
ら
W
h
orl
が
'
更
に
狭
-
'

且
つ
介
穀
の
側
面
が

､
一
骨
偏
平
な
る
鮎
に
於
で
罷
別
す
る
革
が
出
凍
る
.

9.M
eeko
cer
a
s
a
k
a
m
a
tsu
i
Y
eh
ar
a

木
屑
は
'
介
数
の
装
飾
及

suture･)in
es
よ
少
判
断
す
る
ほ
'
後
記
の

A
n
asibiriies
o
Tw
i
(Y
eh
ara)
に
同

定
す
べ
き
も
の
と
恩
は
れ
る
｡

10･
K
2[m
a
tites
cfr･
ty
p
w
s
W

aagen

ソ
ル
ト
レ
ン
デ
の
下
部

C
er
a
tite
厨
よ
-
記
載
さ
れ
て
ゐ
る

K
y
m
a
iites
ty
p
u
S
W
aagen
に
江
原
博
士
が
比

赦
し
て
ゐ
る
樺
品
の
記
載
は
'
簡
解
で
'
然
も
尉
版
不
明
瞭
を
る
薦
め
に
充
分
在
る
判
定
を
す
る
事
が
出
水
覆

い
が

全
般
よ
か
観
る
時
は
本
棟
品
は
'
恐
ら
-
前
蓮
の

M
eekoceras
kuhar
a
n
u
m

Y
eh
a
ra
に
'

同
定
す
べ
き
も
の

と
考

へ
ら
れ
る
｡
吐

原
博
士
は
'
本
種
の

sutureLin
es
を

go
niatitic
と
認
め
て
ゐ
る
が
'
甚
だ
擬
し
-
､
恐
ら

-

ceTatitic
夜
ら
ん
と
考

へ
る
｡



∴
髄

M

eekocer
a
s
の
如
き
､

c
era
t
it
ic

の
原
始
的
在
る

suture･tines
を
有
す
る
も
の
は
､
飴
濯
任
意
し
て

su
tu
re
･tin
es

を
表
は
ru
老
け
れ
ば
夜
ら

覆

い
､
出
水
得
る
掌

り
ば
'

1
箇
廃
の
み
に
ょ
ら
ず
'
少
-
非
､
二
三
倦
'

虚
の
も
の
を
表
は
L
t
此
放
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
｡

･L
L
.
O
p
h
i
c
e
r
a

s
i
a
h
o
e
n

sis
Y
e
ha
r
a

江
原
博
士
の
'

木
摺
の
記
載
に
､

Shett
eVO]ute,････-
Stigh
t
ty
em
b
ra
cin
g
.
S
e
Pta
gOniatic.
s
a
d
d
tes
a
tt

round
e
d
an
d

entirQ
L

O

bes
entire
.

と
あ
る
が

'
清
水
の
観
察
で
は
t
inv
o
tu
tio
n
は
可
成
大
で

約
.
3]4
在
る

故
に
t

rather
d
e
ept
y
em
bracin
g
と
云
ふ
可
さ
で
あ
る
｡
又
主
要
在
る

Iobes
は
尖
端
が
明
瞭
打
切
込
ん
で
居

る

cera{itic
で
あ
る
｡

斯
様
に

'
此
度
に
も
種
の
記
句乾
が
､
甚
だ
不
椎
茸
で
､
部
賓
と
仝
-
相
反
し
て
屠
る
都
が
饗
見
さ
れ
る
C

荷
珍
ら
し
-
江
原
博
士
は
本
稀
の
w
h
o
rt
の
切
口
を
､
間
示
し
て
居
ら
れ
る
が
､
極
め
て
特
異
な
る
形
で
あ
る
｡

此

w
h
o
rt
の
切
口
に
就

き
て
は
､
G
･
1
･
An
th
a
b
er
氏
が
洗
慈
し
で
居
る
様
に
､
大
撃

哀

的
に
鍵
形
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
故
に
､
本
種
の
特
徴
と
認
め
る
輩
が
出
水
を

い
｡

本
種
は
t
L
,
F
.
Spa
th
氏
及
搾
水
が
'
比
に
注
意
し
た
如
-
､
明
か
～fJ;

O
p
h
i
c
e

r
a
s
に
属
せ
ず
､
疑
以
も
を

ぐ

M

eekocer
a
s
に
綿
入
す
べ
き
も
の
で
'
然
も
iiL,の
丑
属
の

G
y
r
on
ites
に
属
し
て
居
る
も
の
か
と
瓜
は
れ
る
.

江
原
博
士
は
本
種
を
'
ヒ
了
フ
ヤ
の
下
部

ス
キ
テ
ィ
ゾ
ク
階
産
の

Oph
i
ceras
sak
u
ntala
I)iet1er
及

0
.
m
e･

d
ihcm

G
ri
e
sbach
等
に
比
較
し
て
居
ら
れ
る
が
'
此
此
故
は
全
然
的
は
ず
れ
で
あ
る
｡
本
種
は
満
水
が
､
既
に
遊

べ
光
軸
-
'
ヒ
了
フ
ヤ
の

M
e
e
k
o
c

er
a
s
尉
よ
-
線
曾
さ
れ
て
ゐ
る

M
訂
kocer
a
s
d
iscif
or
m
e
v
.

K

raff
tand

愛
媛
燥
水
牛
和
郎
允
成
村

m拙
=
:糾
下
郷
三
撤
紀
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
就
て

1
九

一
九



地

球

節
十
九
食

餌
1
雛

二
〇

二〇

D
ien
er
に
此
蛭
す
可

さ
で
あ
る
.
然
し
な
が
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
種
は
､
日
本
種
よ
ら

in
v
o
tu
tio
n
少
-
～
w
ho
rl
の
巾

那
.
稽
狭
-
､
又

su
tu
re
L
in

es
が
蔑
分
相
麓
し
て
居
る
O

日
本
穂
は
､

1
万
は
於
で
'
ツ
ル
･L
レ
ン
デ
の
下
部

C
er
a
tite
石
衣
岩
よ
ら
記
載

ruれ
で
屠
る
.

L
ec
a
n
ites

i

き
P

reSSuS
W

aagen
に
近
似
し
て
ゐ
る
が
､
筏
者
の

in
v
otu
tion

の
少
夜
き
鮎
､
及

sutureL
ines
に
於
け
る

相
違
に
依
っ
て
容
易
は
両
者
を
識
別
す
る
革
が
出
来
る
｡

)
2
.

0

p

h
i
e

er
a
s
m
u
tiip
tica
iu
m

Y
eh
a
r
a

本
種
は
､

Sp
a
th
氏
及
満
水
が
､
既
に
､
記
述
し
て
ゐ
る
如
-
､
O
p
h
icer
a
s
に
属
せ
ず
'
明
か
に

A
n
a
sibir
ites

に
屈
す
｡

江
原
博
士
は
本
席
の

sutureLine
s
が
､
不
明
で
あ
る
と
云
っ
て
居
ら
れ
る
が
､
満
水
が
採
取
し
た
多
-
の
模
益

に
就
き
p
見
る
ほ
､
明
は

ceratitic
で
あ
る
｡

上
述
の
如
′
＼

江
脱
博
士
は

､
本
種
の
所
属
を
､
明
に
硯
熟
さ
れ
て
ゐ
る
故
に
'
史
に
詳
細
在
る
分
瓶
79
､
自
ら

常
を
失
し
､
O
p
hi
c

eras
iibeii
cum
G
Z･i
esbach
の
群
に
鷹
す
る
と
､
考

へ
連
弘
を
さ
れ
て
ゐ
る
｡
水
槽
は
チ
竜

-
ル
の

A
n
asi
bir
ites
石
衣
岩
よ
カ
知
ら
れ
て
ゐ
る

A
.
m
u
liif
or
m

is
W
elter
の

(F
orm
I,
o
Ti.g
i
nal
tt)
は

酷
似
し
て
ゐ
る
が
.
H
本
種
は
チ
･H
I
ル
種
に
此
し
､
u
m
b
iticus
珊
庶
-
.
且
つ
介
穀
批
年
期
の
装
飾
が
､
定
に

顕
著
で
あ
る
｡

日
本
積
は
､

ソ
ル
ト
レ
ン
デ
の
上
部

ceratitic
石
衣
岩
よ
か
記
載
n
,TJv
y
ゐ
る

A
n
a
sibir
iies
k
ir
cin
u
s

W

aa粥en
よ
ら
装
飾
が
更
に
瀦
い
'
又

カ
リ

ホ

ル

ニ
ア
の

M

e
e
k
o
cer
a
s
属
よ
か
知
ら
れ
て
ゐ
る

A
n
as
i
b
i
r
i

ies



noetlin
gi

(届
y

a
tt
a
n
d

Sm
ith
)
に
此
L

u
m
biticu
s
旗
-
t
w
h

o

r
i

の
巾
狭
-
'
且
装
飾
が

l
暦
細

い
｡

)3.

X
enodi
scu
s
p
a
cijEou
s
Y
ehara

本
種
は

､
X
enodi
s

cusに
属
せ
ず
奴
も
夜
-

A
n
a
sibir
iies
に
属
す
､
故
に
､
江
原
博
士
が
､
本
種
を

X
e

no･

d
iscu
s
tila
n
g
ensis
v･E
ra
f
ft
an
d
D
i
ener
収
此
瞭
し
て
居
る
が
之
は
全
然
韻

-
で
あ
る
｡

i

本
種
は
'
介
数
の
形
､
及
装
飾
に
'
可
齢
の
轡
化
が
認
め
ら
れ
る
が
'
大
健
に
於
て
チ
モ
ー
ル
の
A

n
a
cibir
ites

石
炭
岩
よ
み
記
載

さ
れ
て
ゐ
る

A
･
m
u
l
tif
orm
is
W
elter
(F
o
rm

I}
o
ri
gi
na
ニ

･)
に
似
て
ゐ
る
｡

然

し
を
が

ら
後
者
の
装
飾
は
'
日
本
種
よ
与
一
層
細

い
鮎
は
於
て
両
者
を
匿
別
す
る
事
が
出
凍
る
p

従
っ
て
本
種
は

A
n
a
si･

bir
iies
p
a
cificus
(Y
eh
a
ra
)

と
す
べ
き
で
あ
る
｡

忘

.

X

e
n
od
i
s

cus
sp.in
de
t
.

洗
脱
博
士
が

X
en
odiscu
s
sp
･
in
d
et.
と
し
で
掲
げ
て
ゐ
る
二
個
の
藤
晶
は
'
前
紀

A
n
a
Sibirites
p
aG
等
us

と
憧
別
す
る
事
が
出
衆
を

い
'

只
蔑
介
の
相
違
が
謎
め
ら
れ
る
が
､

之
は
多
-
の
標
品
に
つ
き

見
る
ほ
'
単
な
る

v
a
r
i
a
tion
と
見
放
す
可
さ
で
あ
る
'
故
は
'
本
種
は

A
nasibir
ites
p
a
cif
icu
s
は
同
定
す
.

,

1
5
.

X
en
od
iscu
s
k
otoi
Y
e
h
a
r
a

本
種
も
'

X
enod
iSC
uS
に
非
ず
し
て

A
n
a
sibir
iies
に
所
属
し
て
ゐ
る
0
介
穀
の

一
般
的
特
徴
が

1
万
に
於

て

A
nasibir
iies
p
ac%f
icu
s
(Y
eh
a
ra
)
は
よ
-

一
致
し
て
ゐ
る
､
又
他
方
に
於
て

A
.
m
u
ttip
lica
iu
s
(Y
eh
a
ra
)

に
も
よ
-
似
て
居
っ
て
丁
度

A
.
p
a
c7ficu
s
と

A
.
77Lu
tiip
lica
tu
s
と
の
中
間
型
を

不
し
て
ゐ
る
｡
然
し
な
が
ら

本
塵
晶
は
､
後
者
よ
与
証
に
前
者
に
近
似
し
て
ゐ
る
0

故
は

A
.
p
acS
cu
s
k
otoi
(Y
e
h
a
ra
)
と
し
て
頚
種
と
寵

愛
舷
梯
水
牛
和
郎
魚
成
相
川
地
上
糾
下
部
三
雌
紀
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
就
て

三

二
1



也

求

第

十

九

谷

野
一
姫

ここ

二
二

め
る
｡
此
等
二
種

一
敢
積
む
装
飾
の
微
細
な
る
順
序
は
配
列
す
る
と
次
の
如
し
｡

A
.

m
u
ltip
17,.Ca
fu
s

A

.

pacij
icw

k
o
ioi

A
.

p
acifi
cu
s

比
等
三
型
は
或
は
同

一
種
の
軍
在
る
鼻
形
か
も
知
れ
を

い
が
'
む
の
澄
明
が
適
確
は
つ
-
ま
で
は
以
上
の
様
に
取

扱
っ
て
凝
-
0

)
6
.

X
e
na
p
sis
cf
r.
m
a
r
cou
i
唇

yatt
and

Sm
it
h

江
原
博
士
が

X
en
a
p
sis
cfr.1
m
a
r
CO
u
i
囲
y
a
tt

an
d
Smi
th
と
せ
る
も
の
は
金
-
同
定
し
得
る
余
等
の
手
許

は
あ
る
頗
晶
は
､
江
原
博
士
の
魔
晶
同
様
は
､
幼
年
期
の
介
殻
で
あ
る
為
め
は
､
所
属
の
決
定
が
大
鼻
困
難
で
あ
る
｡

従
っ
て
七
本
種
は
､
果
し
て

X
en
a
p
sis
は
属
す
べ

き
も
の
か
.
賂
叉
木
婿
と
同
様
に

evotute
型
で
､
u
m
biticus

蛮
き

W
y
om
in
g
iies
或
は

L
eca
n
ites
に
編
入
す
可

dTJも
の
を
る
や

一
寸

判

断

は

苦

し

む
｡
重

機
の
形
態
及

sutuTe
･1in
e
s

よ
少
者

へ
る
時
は
､

日
本
種
は
､

W
J.lfOm
in
g
ites
に
編
入
ruす
の
が
澱
も
妥
骨
で
あ
る
様
は
皿

へ

る

､
特
は
ア
イ
ダ
オ
及
カ
リ
ホ
ル

こ
ア
の

M
eekocer
a
s
暦
よ
-
記
載
さ
れ
て
ゐ
る

W
y
om
i7%gi
f
e

ys

ap
la
n
a
iu
s

(W
h
i首
)
は
比
較
す
町

さ
も
の
と
信
ず
る
｡

田
本
種
は
､
ア
メ
リ
カ
種
よ
少
in
votution
少
-
且
つ
切
込
み
の
あ
る

tat&al
tobeが
棉
洗

い
｡
故
は
前
者
は

W
y
omi
n
gi
te
s
の
新
種
と
諦
め
る
が

､何
分
幼
年
期
の
介
数
で
あ
る
ほ
よ
-,>暫
-
特
に
種
名
む
典

へ
ず
､
W
y
om
in･



g
ites
sp
.

nov.a
ft.
ap
lanatu
s
(W
h
ite
)
と
し
て
置
こ
う
｡

1
7
.

F
lem
in
g
iies
sp
.
in
d
et,

.江
原
博
士
が
F

l
e
m

ing
iies
sp
,
in
d
et.
と
し
て
記
載
し
て
ゐ
る
模
晶
は
､
寓
種
億
に

一
三
粍
の
幼
年
期
の
介
穀

で
､
種
の
特
徴
が
充
分
に
衷
ば
れ
て
居
覆

い
｡

情
水
の
採
取
し
た
牒
晶
中
に
は
､
明
に

F
lem
in
g
ites
は
属
し
て
ゐ
る
も
の
敷
金
-
敏
見
せ
ず
.
今
日
ま
で
の
経

廟
に
よ
る
と

M
eekocer
a
s
ta
h
o
ense
(Y
ehara)
及
M
･
m
oria
riu
m

(Y
eh
a
ra
)
等
の
幼
年
期
の
介
数
は
時
々

側
面
上
に
同
心
回
状
の
細
線
を
具
備
し
て
居
る
葦
が
あ
る

｡
そ
れ
等
の
細
線
は
'
介
穀
の
表
面
に
表
は
れ
で
ゐ
る
葦

が
あ
る
が
'
大
鰭
は
内
型
に
多

い
｡

故
に
p
本
種
は
恐
ら
-

M
eekocer
a
s
に
属
し
p
然
も

u
m
bilicu
s
の
可
成
頗
き
粘
よ
少
見
れ
ば

M
.
iah
o
e
n
se

の
幼
年
期
の
介
殻
か
と
想
定
す
｡

18.
Sibiriies
sp
.
in
d
et.

江
原
博
士
が

S
ibir
ites
sp
･
ind
et.
と
し
て
ゐ
る
.
不
完
全
を
る

月
horl
の
'

一
個
の
破
片
の
間
版
並
箇
駐
在

畠

記
載
よ
-,>考
へ
る
ほ
､
本
種
は
明
か
に

A
n
a
sibir
i.訂
S
に
編
入
す
べ
き
も
の
で
､
或
は

A
nasibir
ites
m
u
ltit

p

lica
fu
s
(Y
eh
a
ra
)
に
同
定
し
得
る
79
の
か
と
思

ふ
｡

以
上
は
､
江
原
博
士
の
記
載
に
封
す
る
p
箇
箪
在
る
批
判
で
あ
る
が
p.
次
に
田
穏
上
組
よ
上

兼
だ
記
載

さ
れ
て

ゐ
潔

い
7

即
ち
左
記
二
屈
玉
穂
に
就

き
略
述
し
ょ
う
｡

1

.

M
eekoceraB
jap
on
icu
17%
fen
u
e
S
h
imi
z
tL
a
n
d
J
im

bo
subsp.
nov.

愛

娘
嚇
米
年
利
邦
魚
成
村
目
地
上
組
下
部
こ
こ
感
知
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
試
て

三

二
三
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飾
十
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一

班

言

二
四

k
u
h
a
r
a
n
u
m

com
p
r
essu
w
L
S
h
im
iz
u
an
d
J
im
b
o
su
b
sp
.
n
ov
.

obscu
ru
m

S
h
im
izu
a
n
d
J
im
b
o
sp
.
n
ov
I

sh
ik
ok
u
en
se
S
h
im
izu
an
d
J
im
b
o
sp
.
n
ov
.

5
.

A

n

a
sibirites
sp
.
n
ov
,
a

ff,
sp
m
tg
er
D
ien
er

l

.

M
eek
ocer
a
s
Ja
P
On
icu
m

ten
u
e
S
h
imi
2;tl
a
n
d
J
im
b
o
su
b
sp
.
n
o
v
.

本
鼻
積
は
､

一
見

M
.
jap
on
icu
n
L
は
同
定
し
得
る
轟
後
者
に
よ
-
似
て
ゐ
る
｡
然
し
を
が
ら

M
.
ja
p
on
icu
m

の
樺
式
型
よ
み

W
h
ort
の
巾
が
'
幾
分
狭
-
､
且

1ob
e
の
巾
が

1
暦
頗

い
鮎
は
於
で
雨
着
の
相
違
を
訟
め
る
革
が

出
凍
る
｡
但
し
此
両
者
の
差
異
は
並
種
濃
度
の
も
の
で
あ
る
｡

2
.

M
eek
ocera
s
k
u
k
a
r
a
n
u
ぎ

COm
P
r
eSSu
m

S
h
im
izu
a
n
d
l
im
b
o
su
b
sp
.
n
ov
.

春
慶
種
は
'
前
記

M
.
k
u
h
a
r
a
n
u
m

と
次
に
述
べ
る
が
如
き
.
僅
か
の
相
違
が
あ
る
｡
樺
式
型
よ
少

V
en
ter

の
巾
補
数
-
､

sTture⊥
in
es
に
於
で

seCOn
d
tateral

1ob
e
が

1
暦
蔑

い
｡
(
本
殿
種
の

secon
d
tater
al

tob
e

の
探
n
は

firs
〓
a
tera
〓
ob
e
の

1[3
で
あ
る
が
標
式
型
は

2
JS
で
あ
る
)
｡

3
..
M
eek
ocera
s
sh
ik
ok
u
en
se
S
h
im
izu
an
d
J
im
b
o

江
原
博
士
が
､
M
eek
ocer
a
s
m
or
ia
n
u
m

と
せ
る
第
三
間
の
藤
晶
は
本
戒
に
､
同
定
し
得
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡

本
欄
は
t
M
.
m
oria
n
u
m

は
酷
似
し
て
ゐ
る
が
'
両
種
は
､
′
u
m
b
ilicu
s
の
戯
n
並
は

su
tu
reL
in
es
は
於
け

る
朋
蓮
に
て
'
容
易
に
区
別
す
る
革
が
出
凍
る
.

即
ち
前
者
は
t

u
m
b
iticu
s
の
磨
n

t
5%

在
る
ほ
'
後
者
は

24-
2
5%

で
あ
る
｡
叉
カ
リ
ホ
ル

エ
ア
の



M
eek
ocera
s
暦
よ
タ
記
載
さ
れ
で
ゐ
る

M
eek
ocera
s
g
la
ciliia
tis

W
h
iie
は
､
本
種
に
近
似
し
て
ゐ
る
が
､

w
h
ort
の
切
口
及

su
tu
re⊥
in
es

に
於
け
る
差
異
は
よ
み
日
本
稀
は
カ
リ

ホ

γ

ニ
ア
稽
よ
-
容
易
は
識
別
す
る
罫

が
揖
凍
る
｡

4
.

M
eek
otw
a
s
obscu
m
Lm

S
h
im
i2:tl
an
d
J
im
b
o
sp
.
n
ov
･.

介
数

の

u
m
b
iticu
s
T
O
腰
が
角
ぼ
ら
ず
'

回
映
霊

灯
び
て
ゐ
る
が
､
本
種
の
教
も
薯
し
き
特
徴
で
あ
る
｡

本
種
は
カ
タ
ホ

ル

ニ
ア
及
ア
イ
ダ
オ
の

M
eek
ocera
s
静
並
に
チ
モ
ー
ル
の

M
eek
ocer
a
s
暦
よ
み
記
載
さ
れ
て

の

au
X
itiary
lob
eS
が
切
込
ん
で
ゐ
る
瓢
に
於
で
外
囲
種
と
相
違
し
て
ゐ
る
｡

本
種
の
介
殻
の
装
飾
が
七
ア
ブ
ヤ
の

M
eek
ocer
a
s
暦
よ
り
記
載
rb
机
で
ゐ
る

M
.
ten
u
istria
iu
m

v
.
野

a
fft

an
d
庖
ien
er
に
似
て
ゐ
る
が

w
h
ort
の
切
口
及

su
tu
re
･tin
es
の
差
異
は
よ
¢
両
者
を
置
別
す
る
事
が
出
凍
る
.

又
本
縄
は
ソ
ル
ト
レ
ン
デ
の

C
era
tile
泥
衣
岩
よ
少
報
告
n
れ
て
ゐ
る
M
.
k
o
niTtk
ia
n
u
m

W
aa
g
en
に
似
て
ゐ

る
が
p
印
度
種
は
.
u
m
b
ilicu
s
が
幾
分
頗
-
r
in
v
oltZtion
が
史
に
小
で
あ
る
｡

日
本
積
は
'
外
観
上
チ
モ
-
〝
の

M
eek
ocera
s
暦
よ
-
知
ら
れ
て
ゐ
る

M
.
pacescu
lp
ia
tu
き

W
elter
に
類

似
し
て
ゐ
る
が
t
su
tu
re⊥
in
es
が
著
し
-
相
違
し
両
横
は
明
は
興
っ
た
属
に
所
属
し
て
ゐ
る
O
W
elte.r
氏
は
M
.

p
ac
escu
lp
ia
tu
m

を

M
eek
ocer
a
s
に
属
せ
し
め
と
ア
ブ
ヤ
の
M
u
sch
elk
atk
よ
う
知
ら
れ
て
ゐ
る
M
.
k
a
n
ik
of
i

Oppel
に
此
瞭
し
▲て
居
る
が
'

此
此
鞍
は
大
鼻
を
説
-
で
あ
っ
て
t

M
,
p
a
cescu
lp
ta
tu
m

は
.
M
eek
ocer
a
s

に
属
せ
ず

A
sp
id
ites

に
属
し
､
M
.
k
a
n
iko
ji
は

M
eek
ocer
a
s
に
非
ず
し
て

B
ew
iGh
iies
に
所
属
し
て
ゐ

愛
媛
妹
丸
字
利
那
魚
成
村
日
蝕
上
れ
下
部
三
助
紀
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
就
て

孟

二
五
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5
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A
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s
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i
riies
s
p
.
n
o
v
.
aff.
sp
m
電
er
V
.
弼
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fft
a
n
d
D
ien
e
r

本
欄
は
属
し
て
ゐ
る
塵
晶
は

一
笛
の
'
介
数
の
破
片
で
あ
る
が
p
w

h
ort
の
切
口
並
に
装
飾
及

suture･1ines
を

窺
ふ
事
が
出
凍
る
｡

介
数
各
般
の
特
徴
が
ヒ
ア
ブ
ヤ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
石
衣
岩
の
A
n
a
sibiriies
sp
in
ig
er
背
よ
み

報
曾
n

れ
て
ゐ
る
､
A
.
sp
in
ig
er
v
.
阿

rafft
a
n
d
D
ien
er
に
似
て
居
る
､
然
し
日
本
橋
は
ヒ
了
フ
ヤ
種
の
如
-

イ
ポ

w
h
o且

の
申
康
か
ら
ず
'
又
介
数
側
面
上
の

Tib
s

に
症

を
具
備
し
て
居
な

い
｡

日
本
種
は
.

一
方
に
於
で
ソ
ル
ト
レ
ン
デ
の
上
部

C
er
a
叶iie
石
衣
岩
よ
カ
記
載
ruれ
て
ゐ
る

A
.ibex
W

aagen

は
似
て
ゐ
る
が
､
打
本
種
は
､
w
h
o
rl
の
巾
が
史
に
狭
-
､
装
飾
が
更
に
賜

い
｡

日
本
橋
は
､
既
知
の

Anasibir
iies

の
何
れ
の
種
に
も
同
定
出
家
な

い
新
種
で
あ
る
が
7
億
品
が
不
完
全
で
あ

る
為
め
に
､
暫
-
種
名
を
奥

へ
る
轟
を
差
控

へ
よ
う
｡

以
下
江
原
博
士
の
鑑
定
を
訂
正
L
t
荷
今
回
新
は
'
追
加
せ
る
新
堀
を
表
示
せ
A
.
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鰐
水
が
既
に
報
脅
し
た
如
-
､
江
原
博
士
が
､
田
縫
上
組
の
下
部
三
療
配
化
石
昔
を
t

M
eek
o
cer
a
s
暦
と
名
づ

け
宅
ゐ
る
が
､
之
は
暫
し
で
滑
水
は
､
よ
-
適
切
怒
る
名
和

の

A
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は
'
上
述
の

A
n
a
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静
が
'
上
部

ス
キ
タ
イ

ツ
タ
階
の

C
o
tu
m
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･n

前
記
の
ア
ツ
筏
ナ
イ
ト
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轍
似
近
縁
種
を
見
る
ほ
次
髭
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如
-
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あ

る
O

哉
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と
呼
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｡
而
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田
穂
上
組
は
於
て
は
厚
さ
僅
約
五
寸
の

A
na
s
i
b
i
r
i
t
e
s

帯
中
で
上
述
の
外
囲
の

G
y
r
o
n
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n

F
lem
ing
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n

O
w
en
ita
n

C
o
lum
b
ita
n

の
四
階
に
産
す
る
種
は
類
似
し
て
ゐ
る
化
石
が
金
-
混
在
し
て
ゐ
る
故
に
､
到
底
'
之

等
四
階
を
置
劃
識
別
す
る
事
が
出
凍
な

い
｡

精
水
が
.
田
穂
上
組
の

A
n
a
sibir
ite莞
仰
よ
カ
採
取
し
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
中
経
は

GyTOnittan.
F
temi
n
git
an
.

O
w

enitan
等
の
如

き
時
代
を
指
示
し
て
屠
る
外
囲
種
に
近
似
し
て
ゐ
る
も
の
は
p
種
の
数
に
於
て
二
乃
賓
二
二
種
宛

で
然
も
樺
品
の
個
数
が
此
政
的
僅
少
で
あ
る
､
然
る
に

Columbitan.
ほ
属
し
て
居
る
種
の
数
は
最
79
優
勢
で
瓦

桟
で
あ
っ
て
荷
慮
晶
が
極
め
て
豊
富
在
る
は
注
意
に
倍
す
る
｡

斯
-
の
如
き
軍
資
よ
わ
ー対
舘
上
組
の

A
n
a
sibirites
群
の
時
代
を
考
察
す
る
ほ
､
自
ら
晴
水
が
'
以
前
に
考

へ
ね

通
わ

C
otum
bitan
で
あ
る
と
蹄
納
さ
れ
る
｡
而
し
て

G
yron
it
an
F
lemi
n
gitan
O
w
e
n
it

an等
ほ
澱
79
近
さ

種

は

C
otum
bitan
ま
で
の
魂
春
着
と
見
放
す
べ
き
で
あ
る
｡

終
に
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み
校
閲
の
算
を
惜
し
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ず
'
且
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畢
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同
番
の
倍
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を
許
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る
欠
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す
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